
Vol.124
湖東・湖北

毎月第３日曜日発刊

2020 月号
毎日新聞湖北ブロック会　協賛

滋賀県長浜市小堀町 347-5　TEL.0749-62-0954
制作 / オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売所 )

毎日新聞湖北ブロック会事務局 ( 毎日新聞長浜販売所 )

湖　　北 湖　　東

毎日ナ

彦根

彦根

長浜

長浜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
招
き

　
　
　
　
　

体
験
授
業
開
く

　

考
案
し
た
料
理
長
の
武
田
正
和

さ
ん（　

）は
「
滋
賀
県
と
深
い
つ

な
が
り
の
あ
っ
た
光
秀
を
食
か
ら

も
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

　

１
日
限
定　

食
。
１
９
８
０
円
。

店
の
営
業
時
間
は
、
昼
は
午
前　

時
半
〜
午
後
３
時
、
夜
は
午
後
５

時
半
〜　

時
。
木
曜
定
休
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
西
村
浩
一
】

芳洲庵元館長が韓国総領事
館へ朝鮮通信使人形を寄贈

光秀にちなんだ御膳
が登場　「近江や」

金
賞
は
岩
﨑
さ
ん  

と
宮
本
さ
ん

再
現
し
た
手
作
り
人
形
を
駐
大
阪

韓
国
総
領
事
館
に
贈
っ
た
＝
写
真
、

平
井
さ
ん
（
左
）
提
供
。

　

人
形
は
高
さ　

数
㌢
で
計
１
０

０
体
。
平
井
さ
ん
が
砂
粘
土
で
、

馬
に
乗
っ
た
芳
洲
や
通
信
使
の
正

使
、
副
使
ら
を
形
作
っ
た
。

　

芳
洲
は
朝
鮮
外
交
の
窓
口
に
な

っ
て
い
た
対
馬
藩
に
仕
え
、
朝
鮮

通
信
使
に
も
２
度
随
行
。
藩
主
に

 

「
互
い
に
欺
か
ず
争
わ
ず
、
真
実

を
も
っ
て
交
わ
る
」
と
す
る
外
交

の
心
得
「
誠
信
外
交
」
を
説
い
た
。

　

贈
呈
式
に
は
平
井
さ
ん
や
呉
泰

奎  （
オ
・
テ
ギ
ュ
）　
・
駐
大
阪
韓

国
総
領
事
ら
が
出
席
。
平
井
さ
ん

は
「
友
好
、
平
和
の
た
め
、
心
を

込
め
て
つ
く
り
ま
し
た
」
と
話
し

た
。【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】
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江
戸
時
代
の
儒
学
者
、
雨
森
芳

洲
を
顕
彰
す
る
施
設
「
雨
森
芳
洲

庵
」   （
長
浜
市
高
月
町
雨
森
）
の

元
館
長
、
平
井
茂
彦
さ
ん
が
外
交

使
節
「
朝
鮮
通
信
使
」
の
行
列
を

　

長
浜
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
自
由
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
、

  「
長
浜
城
Ｈ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２

０
１
９
」
の
表
彰
式
と
優
秀
作
品

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を

広
め
る
体
験
型
授
業
「
あ
す
チ
ャ

レ
！
ス
ク
ー
ル
２
０
１
９
」
が
２

月　

、　  

の
両
日
、
彦
根
市
立
城

北
小
学
校
と
、
中
央
中
学
校
で
開

か
れ
た
。

　

日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
パ

ラ
ア
ス
リ
ー
ト
と
児
童
が
接
す
る

授
業
を
開
く
。
彦
根
市
で
は
初
め

て
の
開
催
で
、
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
女
子
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
日
本

代
表
の
高
田
朋
枝
さ
ん
を
講
師
に

開
か
れ
た
。
城
北
小
で　

人
、
中

央
中
で
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
、
視
覚
障

害
者
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
、
３
人
ず
つ
が
両
陣

営
に
分
か
れ
、
鈴
の
鳴
る
ボ
ー

ル
を
転
が
し
て
相
手
ゴ
ー
ル
に

ボ
ー
ル
を
入
れ
る
と
得
点
に
な

る
。
高
田
さ
ん
は
、
障
害
に
つ

い
て
話
し
、
挑
戦
す
る
こ
と
の

大
切
さ
も
訴
え
た
後
、
目
隠
し

を
し
た
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
伝

え
た
。

　
【
彦
根
通
信
部
・
西
村
浩
一
】

20

年
の
岩
﨑
貫
汰
さ
ん
の
作
品
「
長

浜
が
生
ん
だ
東
邦
の
エ
ジ
ソ
ン　

国
友
一
貫
斎
」、「
中
学
生
の
部
」

が
市
立
浅
井
中
２
年
の
宮
本
琳
さ

ん
の
作
品
「
湖
北
信
仰
」
が
選
ば

れ
た
。

　

他
の
受
賞
者
は
以
下
の
皆
さ
ん
。

銀
賞
＝
藤
田
真
緒
さ
ん
（
び
わ
北

小
４
）、山
内
萠
愛
さ
ん
（
湖
北
中

２
）  

▽
銅
賞
＝
徳
田
宙
さ
ん
（
長

浜
南
小
６
）、廣
畑
亮
太
さ
ん
（
湖

北
中
２
）  

▽
敢
闘
賞
＝
田
中
志
歩

さ
ん
（
浅
井
中
１
）。

　
　
【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

金賞を受賞した岩﨑さん＝長浜市提供

発
表
会
が
２
月　

日
、
同
市
港
町

の
セ
ミ
ナ
ー
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー  「
臨
湖
」
で
あ
っ
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
子
ど
も
た
ち
の

思
考
力
や
表
現
力
を
養
う
と
と
も

に
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
２
０
１
１
年
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
る
。   

「
ぼ
く
・
わ
た
し

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や
人

物
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
歴
史

新
聞
を
募
集
し
、
４
４
９
点
の
多

彩
な
力
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
金
賞
に
は
「
小

学
生
の
部
」
が
市
立
南
郷
里
小
５

そばやちまきなど光秀にちなんだ５品
が並ぶ「明智光秀御膳」（近江や提供）

　

彦
根
市
の
観
光
名
所
、
キ
ャ
ッ

ス
ル
ロ
ー
ド
に
あ
る
近
江
牛
と
近

江
鶏
の
店
「
近
江
や
」
が
、 

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
、
明
智

光
秀
に
ち
な
ん
だ
「
明
智
光
秀
御

膳
」
の
提
供
を
始
め
た
。

　

５
品
か
ら
な
り
、
①
光
秀
が
多

賀
町
出
身
と
い
う
説
も
あ
る
こ
と

か
ら
多
賀
産
の
そ
ば
②
坂
本
城
主

と
し
て
延
暦
寺
と
手
厚
く
保
護
し

た
こ
と
に
ち
な
ん
で
精
進
料
理
の

湯
葉
③
琵
琶
湖
に
面
し
た
坂
本
城

に
ち
な
ん
だ
季
節
ご
と
の
湖
魚
料

理
④
光
秀
の
好
物
だ
っ
た
ち
ま
き

　
　

が
並
ぶ
。

　

ま
た
、
茶
の
湯
を
学
び
、
坂
本

城
で
年
２
回
の
茶
会
を
開
い
た
こ

と
に
ち
な
ん
だ
⑤
抹
茶
プ
リ
ン
が

デ
ザ
ー
ト
に
添
え
ら
れ
る
。
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「
長
浜
城
Ｈ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」
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講師の高田朋枝さんからゴールボールの説明を受
ける彦根市立中央中学校の生徒たち（彦根市提供）

（南郷里小）

（浅井中）




